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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・来週より採血開始となるので、各自手順等確認し安全に実施して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・藤井　純子様～8/11Am9:00から8/13Pm19:00まで外泊となっています。帰院時、外泊
中の様子や服薬状況、自傷行為等の有無の確認お願いします。

・清川　厚子様～8/12血糖日内変動測定となっています。

・山本　伸子様～二フラン点眼薬残なしの為、プラノプロフェン点眼薬1本処方となる。

　　　　　　　　またセロクエル(100)2T→3Tへ増薬となり、昼食後薬が追加となり、本人忘れる可能性がある為、必要時声掛けお願いします。

・坂　貢様～ナパゲルン軟膏1本処方となっています。

・佐藤　義圀様～9月中に退院予定となります。退院前訪問指導は8月末実施予定となり、
　　　　　　　　地域復帰支援検討会の日時及びデイケアの利用については検討中です。
・宮本　建蔵様～盛岡の妹(小笠原様)より外出させたいとの希望あり、保護者への連絡は小笠原様の方で行い、確認が取れ次第病棟に連絡するとの事でしたが現時点で連絡ない為、本日の準夜帯で小笠原様へ電話し確認できたのか聞いて下さい。確認が取れていない場合は、病棟からも保護者へ電話し確認して下さい。

　
＜要注目患者様ケース検討＞

・後藤　昭雄様～スタッフへ話し掛けの際声高さあり、他患者様が驚いたりする等影響が
見られており、必要時本人へ声が大きく他者が驚いている等、現在の状
況を本人へ伝え、声のトーンを低くして頂く等、対応していきましょう。　
・清川　厚子様～日課拒否なく取り組まれ、嗜好品要求や帰宅要求なく過ごされています。

引き続き、日課等の取り組み状況の観察を行いましょう。
・坂　貢様～易怒的となる事なく、他患者様と交流を持たれ過ごされているも眼光の鋭さ

　　　　　　見られています。引き続き精神症状の観察を行うと共に、他者とのトラブル
のないよう必要時介入していきましょう。

＜転入患者様情報＞

上野　康弘様　36歳　担当スタッフ：工藤Ns/長濱Cw

主病名：アルコール性依存症

主治医：猪股Dr

入院形態：任意入院

入院回数：4回目

部屋：48号室

【入院に至る経過】

H24年7月3日退院後は自宅療養となり､当院へ2週間の通院を継続していた。退院後間もなく､ｱﾙﾊﾞｲﾄの配達員として就労。仕事を理由に通院が困難であることを訴えることがあったが､職員より通院の必要性を説明し､通院は行われていた。H24.7.31ｱﾙﾊﾞｲﾄの同僚とｶﾗｵｹ店に行き､再飲酒。その後より飲酒ｺﾝﾄﾛｰﾙが困難となり､日中から飲酒するようになっていた。また､酩酊状態で自家用車を運転する等の行動も目立っていた。H24.8.3受診時､本人･家族より入院の希望があり､ｱﾙｺｰﾙの解毒治療及び断酒意思の確立を目的として､同日､当院4回目の入院となる。※最終飲酒：H24.8.2夕方　

【入院後の経過】
　H24年8月3日、本人・家族より入院希望ありアルコール解毒及び断酒意思確立目的にて4回目の入院となる。入院時、酒臭なく離脱症状なく経過。母様に入院させられたという思いと、主治医へ勧められた為入院したと話し、不満げな様子ある。これまでの連続飲酒による問題行動について、投げやりな様子もあり「酒を抜く為」と話している。
　自ら不調の訴えなく、他者交流適度に見られる。夜間は深夜帯に入ってから休む事が多い。仕事が決まっていたが、キャンセルした為再就職についての不安を話している。

　8月10日診察で本人に意思確認をし、アルコール依存症治療プログラムは行わず、退院

希望あり。8月17日12:30に母様・本人様と主治医面談をし退院日時等決めていく。

